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ミグリ・トリアノン葱( 右) 、ミレイエ零( 左) 、垂ダミエミ( 左奥）

パ
リ
、
マ
ル
ソ
ー
街
の
ル
ィ
・
ヴ
ィ
ト
ン
本
店
２
階
に
、
昨
‘

年
Ⅱ
月
、
「
カ
バ
ン
博
物
館
」
が
オ
ー
プ
ン
。
そ
こ
で
は
、
時
代

に
よ
る
「
旅
行
」
の
変
遷
、
そ
れ
を
反
映
す
る
カ
バ
ン
の
変
遷

を
眼
の
あ
た
り
に
見
る
こ
と
が
で
き
る
。

神
戸
は
横
浜
と
並
ぶ
港
湾
都
市
と
し
て
昔
か
ら
エ
キ
ゾ
テ
ィ

ッ
ク
で
ハ
ィ
セ
、
ノ
ス
な
街
と
し
て
旅
す
る
人
々
に
愛
さ
れ
て
き

た
。
こ
の
ほ
ど
神
戸
で
行
わ
れ
た
第
１
回
〃
神
戸
フ
ラ
ン
ス
週

間
″
の
た
め
に
ル
ィ
・
ヴ
ィ
ト
ン
は
「
カ
バ
ン
博
物
館
」
の
貴

重
な
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
約
釦
点
を
公
開
し
た
。

鉄
道
の
時
代
の
到
来
と
と
も
に
、
ル
イ
・
ヴ
ィ
ト
ン
は
新
し

い
型
の
ト
ラ
ン
ク
を
つ
く
り
だ
し
た
。
荷
物
車
の
な
か
で
重
ね

ら
れ
る
よ
う
に
、
ふ
た
を
平
ら
に
し
、
衣
類
が
む
だ
な
く
合
理

的
に
整
理
で
き
る
よ
う
に
、
形
と
大
き
さ
を
あ
ら
た
め
て
研
究
。

グ
レ
ー
の
無
地
の
こ
の
ト
ラ
ン
ク
は
「
グ
リ
・
ト
リ
ア
ノ
ン
」

と
呼
ば
れ
人
気
を
集
め
、
そ
の
後
に
く
’
ジ
ュ
と
褐
色
の
縞
模

様
〃
レ
ィ
ェ
〃
、
市
松
模
様
の
〃
ダ
ミ
エ
〃
と
次
々
に
新
し
い
ト

ァ
ル
地
を
発
表
し
た
。

１
８
７
９
年
、
ル
ィ
・
ヴ
ィ
ト
ン
は
探
検
家
サ
ヴ
ォ
ル
ニ
ャ

ン
・
ド
・
ブ
ラ
ザ
の
た
め
に
折
り
畳
み
式
の
ベ
ッ
ド
・
ト
ラ
ン

ク
を
、
ま
た
、
１
９
１
０
年
に
は
、
ま
さ
に
珍
品
と
も
言
え
る
、

「
組
み
立
て
式
二
輪
一
馬
車
ト
ラ
ン
ク
」
も
つ
く
っ
た
。

１
８
９
６
年
、
「
グ
リ
・
ト
リ
ァ
ノ
ン
」
以
降
後
を
た
た
な
い

に
せ
も
の
づ
く
り
に
悩
ま
さ
れ
た
ル
イ
の
息
子
ジ
ョ
ル
ジ
ュ
・

ヴ
ィ
ト
ン
は
、
星
と
花
と
父
親
の
イ
ー
ー
シ
ャ
ル
で
あ
る
Ｌ
と
Ｖ

3 つのトランクに収められる組み立て式二輪馬車

江一声一一

＝Ｊ１:ｆ
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閉めればただのトランクになるベッド・トランク

当時のもっとも貴重な材料でつくられた化粧ケース

リリー・ポンスの注文でつくられた靴を入れるトランク

:雲霧卦霞悪翼

の
字
を
組
み
合
わ
せ
た
、
現
在
も
つ
か
わ
れ
て
い
る
模
様
を
者
．

え
だ
し
、
同
時
に
全
世
界
で
商
標
登
録
の
手
続
き
を
と
っ
た
。

釦
枇
紀
の
初
め
頃
、
お
し
ゃ
れ
な
人
た
ち
が
旅
行
に
持
ち
歩

く
靴
の
数
は
た
い
へ
ん
な
も
の
で
あ
っ
た
。
フ
ラ
ン
ス
生
ま
れ

の
名
歌
手
リ
リ
ー
・
ポ
ン
ス
は
非
常
に
足
の
小
さ
な
人
だ
っ
た

の
で
、
弱
足
の
靴
を
入
れ
る
弱
の
引
き
出
し
の
つ
い
た
ト
ラ
ン

ク
を
注
文
し
て
つ
く
ら
せ
た
。

銀
髪
の
大
指
揮
者
、
レ
オ
ポ
ル
ド
・
ス
ト
コ
フ
ス
キ
ー
は
も

っ
と
面
白
い
も
の
を
ル
イ
・
ヴ
ィ
ト
ン
に
特
注
し
た
。
閉
じ
て

し
ま
う
と
、
た
っ
た
“
×
妬
×
虹
叩
に
な
っ
て
し
ま
う
が
、
開

け
る
と
詳
棚
が
２
列
、
書
類
引
き
出
し
が
３
つ
、
上
の
ほ
う
に

は
縦
に
タ
イ
プ
ラ
イ
タ
ー
を
入
れ
る
場
所
も
あ
る
。
机
に
な
る

板
は
扉
に
収
納
で
き
る
。
「
ス
ク
レ
テ
ー
ル
・
ス
ト
コ
フ
ス
キ
ー
」

と
名
付
け
ら
れ
、
今
も
手
に
入
れ
る
こ
と
が
で
き
る
。

１
９
８
３
年
、
ト
ラ
ン
ク
メ
ー
カ
ー
と
し
て
の
伝
統
的
な
技

術
に
現
代
の
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
を
む
す
び
つ
け
、
ル
ィ
・
ヴ
ィ
ト

ン
は
「
チ
ャ
レ
ン
ジ
」
と
い
う
２
番
目
の
シ
リ
ー
ズ
の
ト
ラ
ン

ク
を
発
表
し
た
。
こ
の
ト
ラ
ン
ク
に
は
、
航
空
、
宇
宙
の
先
端

産
業
か
ら
生
ま
れ
た
最
も
す
ぐ
れ
た
材
料
が
つ
か
わ
れ
て
い
る
。

乗
合
馬
車
の
時
代
と
同
じ
よ
う
に
、
超
音
速
機
の
現
代
に
お
い

て
も
、
ル
イ
・
ヴ
ィ
ト
ン
は
い
つ
も
旅
人
の
良
き
伴
侶
と
な
っ

て
い
る
。

☆
ア
ン
ケ
ー
ト
に
ご
協
力
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
噂
協
力
し
て
下
さ
い

ま
し
た
伽
名
の
中
か
ら
、
厳
正
な
抽
選
の
結
果
、
次
の
加
名
様
に
セ
カ
ン
ド

バ
ッ
グ
の
当
選
が
決
定
し
ま
し
た
。

・
神
戸
市
東
灘
区
／
芦
川
正
七
様
・
神
戸
市
中
央
区
／
磯
上
恵
美
様
・

神
戸
市
中
央
区
／
大
島
秤
恵
様
・
神
戸
市
中
央
区
／
川
飛
穣
子
様
・
神

戸
市
須
磨
区
／
長
沢
ま
き
様
・
神
戸
市
中
央
区
／
中
村
雅
子
様
・
宝
塚

市
／
佐
藤
由
恵
様
・
西
宮
市
／
杉
野
真
弓
様
・
伊
丹
市
／
長
谷
加
代
美

様
・
宝
塚
市
／
水
原
環
様
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お中元贈答好適品コセフル

、

ゴーフルとコーヒーゴーフルの
おしゃれなセットです。

ｺ ーフルダブル

バニラ・ストロベリー・チョコレートのクリームを
サンドしたさわやかな風味は、お子様からお年寄り
までひろく愛されています。

< 尋> 神戸且貝堂ﾐﾆ ｲ ｺ ﾞ ｰ ﾌ ﾙ缶入淵捌溌室へ' §〆秤J ｰ ぶしＪ司崖＝ﾐﾆ ｲ ｺ ﾞ ｰ ﾌ ﾙ

2,000円２０Ｗ１０枚２缶本社･神戸市中央区元町通３丁目３－１０密(078)321-5555ノ
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淵 議 、 筈 露 誕 判

庁 讐 Ｖ 天 讐 夏 Ｉ 、 別 守 追 申 ｕ ， 噌 宜 誉 ① 認 山 １ 口 哩 其 弾 註 〈 退 囲 茸 塁

や 巷 刊 Ｊ 網 ． 翌 、 囲 田 淵 州 ・ 刊 潅 蕊 Ⅱ

胃 駅 訊 績 雰 、 謹 滞 恥 耗 雑 田 薯 １

重 ｇ 昌 紺 ？ Ｓ 珪 湘 ・ 滞 謬 噂 山 ｖ 天 毒 害 〈 門 Ｊ 塾 ｓ 蛎 擢 ご

扇 Ｈ 子 Ｊ ｖ 商 ｓ 郵 嵩 呂 廼 、 那 三 識 誰 要

旨 茎 Ⅶ ｓ 函 侭 器 ． 、 苗 野 道 升 聖

温 寸 汁 Ｅ Ｓ 帥 抑 、 爺 三 響 側

壁 寓 懲 、 筒 外 叶 糾 、 謝 苗 田 識 州 、 Ｊ Ｊ Ｙ 噂 Ｎ Ｕ 爾 鋪

望 雷 強 爵 ｓ 誉 計 吠 、 一 、 端 美 諦 曽 評 ‐ 骨 間 翠

器 ｎ Ｊ ２ 塀 弁 難 噂 、 茸 露 対 満 廿 哩 ナ ー 創 濁 報 併

呂 誤 “ 回 ＃ 首 料 鳶 睡 謂 淵

料 涛 珊 謝 雲 型 、 端 畏 詠 営 ・ 襲 惟 跡 雪 空 塁 、 囲 鋪 報 珊

鑑 膨 圧 寄 嬰 玉 疋 輔 三 苫 制 ・ 苦 蕊 蔀 辱 嬰 函 巡 蚕 ０ ｍ

洋 恥 誌 洋 嬰 田 穐 巷 Ⅶ 矧 嬰 告 凝 洪 筋 ヰ ー 砿 又 珊 啓 琳 迦 恥

急 へ ｖ 脅 侭 胸 Ｉ 馳 祥 茸 喚 卿 牛 叫 ロ ー 竜 シ 頴 行 鮮 肝 帥 営 獣 叡 一

合 恭 古 Ｖ 易 １ Ｖ 、 『 ＃ 刊 捗 両 貯 Ｊ ペ 些 陣 詔 ｓ 裟 計 Ｊ 〈 二 節

望 熊 溺 競 守 亀 子 喚 苛 １ 斗 等

留 祷 蕊 掛 詩 器 （ 部 ｓ ｇ ） 蝿 司 扇 淵 戦 代 什 判 桂 訓 斑 筒 野 洲 淵

器 ｎ ｓ 剛 〃 サ ラ 守 宮 ＃ １ 堀 或 甜

望 翻 圏 Ｓ ｇ 飢 侭 創 瑚 耐 Ｉ 芯 到 器 恥 劉 Ｓ 酋 導 斯 甫 山

留 副 ヨ 粘 さ ｖ え １ Ｖ （ 閥 製 恥 ） 、 削 耳 齢 夢 へ Ｈ で 戦 Ｖ 脚 舜 香 代 二 ｓ ヨ 門

ざ へ Ｖ 野 氏 卿 １ 、 ￥ へ ． ｑ ヘ テ Ｙ 卦 ｘ Ｖ 蓮 善 罵 満 脹

天 加 Ⅷ 。 。 、 ｒ ４ Ｖ 廷 Ｉ 映 酔 齢 響 社 ぺ

愚 学 浄 汁 ｑ ｕ ｐ Ｊ Ｈ 噂 牛 Ｉ 五 ｓ 割 開 冊 、 画 田 荊

昌 ｕ ３ こ ぐ 山 Ｖ で 艶 Ｉ テ 、 。 － 」 脚 弔 昔 Ｖ Ⅷ へ 斗 Ｉ 」 寺 ・ 』 Ⅶ Ｖ 串 さ へ 弧 ．

叫 珊 入 逼 、 削 目 肝 蜘 田 悶 葬 圃 駒 叶 騨 討 ぺ

計 Ｊ 引 遥 嘩 山 Ｖ 脚 雛 曾 子

麗 ｕ ｑ 湧 別 斗 噌 叫

豊 酢 山 峡 計 ｓ 工 く ｏ ① ○ ・ ミ ァ Ｆ 宍 』 、 ４ Ｖ 戦 ・ 醐 蕊 帥

呂 号 Ｅ 尋 細 和 ｓ 儲 謡 件 小 大 ０ ｍ ｍ 抑 ぺ 駅 小 脳 、 耳 番 汁 Ｈ 嘩 加 跡

三 ｕ １ 両 ｌ ｕ ｒ へ ｑ

言 暮 雪 回 罰 叫 、 剖 隠 、 、 謬 琳 ｌ 鳥

菌 燕 Ⅶ ｓ 給 与 菅 ①

更 芯 刊 齢 訪 斧 Ｓ 雪 行 一 笛 穏 諭 卦 謡

弓 大 河 ⑩ Ⅲ 似 － Ｎ

一 瞬 針 調 翻 尋 謡 堅 、 皿

罵 湘 目 判 謂 囲 さ 、 寸 営 耳 ・ 淋 周 Ｓ ｇ 諏 季 〈 ① 弓 需 、 鋪 刷 刈 誰

蚕 、 〕 ふ Ｊ で 弓 ・ 寅 Ｊ 〈 急 蔦 滞 三 伽 沸

一 課 天 ０ ｍ ｍ 三 ○ 口 両 刀 Ｚ Ｏ こ ｒ 剤 亡 刀 、

雲 ｕ ｘ 市 ・ 迎 司 Ｖ 奄 惣 Ｉ 延 緋 誓 紳 ・ 恭 噌 ・ 山 寺 、 ナ ミ （ 融 誘 回 ） 、 蒔 謝 罰 淵

蚕 ｑ Ｊ 什 穆 酔

蓋 巷 Ⅷ 叫 研 恥 哉 肝 ご

言 鈴 寺 ・ ヒ デ 蝿 と － 斗 苧

罵 や 田 噌 魂 剰 ・ 令 凱 ｓ 逢 翻 、 輪 Ｘ Ｔ 噂 さ × Ⅷ Ａ Ｖ ・ 軸 へ Ⅷ ｑ 脚

言 慣 鯉 告 竪 砥 鴎 訓 ｓ 憾 叫 （ 誤 ﹈ 回 ） 逮 当 啓 酢 識 、 郡 ， 皆 苫 噸

言 ｚ ｍ Ｃ ｍ 三 ０ 口 、 宝 シ 刀 ｏ 工 同 ｚ 葛 、 謝 詞 扇 州

言 嵩 簿 Ｈ 嘩 時 乱 入 函 ｓ Ｊ 胃 Ｖ 勤 噸 剤 、 、 叫 茸 田 剛

言 識 誰 購 、 淵 蒋 瞬 剣 凱 窯 ｓ 諺 加 州 撚 卵 両 星 〈

讐 誕 山 、 米 田 測 副 ・ 蕨 外 料 掴 ・ 田 茸 語 ・ 靴 で 商 ｖ 噴

馨 田 耕 滞 。 薄 詞 価 虐 ・ 競 什 門 誰 ・ 詞 河 流 Ⅱ

Ｒ 芦 再 善 刊 郎 卿 叫 が 』 々 Ｓ 謀 剖 剣 斗

獣 舜 汁 ｓ 〈 ① で 汽 雅 で 乞 珊 鰍 齢 〈 小

暮 刊 献 響 芦 が ン 汽 一 畔 考 砥 で 乞 庇 で ⑪ え

何 芦 再 善 Ⅶ ｕ 刑 ｓ 冊 詳 感 叫

皿 舞 寄 蔀 叫 最 順 郡 迦 信 州 Ⅷ 春

'
二
ｍ
Ｋ
Ｊ
１
一
画
ｐ
Ｔ
画
の
曇
→
４
，
ｍ
ｍ
←
閲
－

１
甑
『
I
等
龍
端
』
､
洋
鑑
料
誤
ｒ
ｌ
圏
寓
寸
愁
Ｈ
ｇ
駅
蓄

４
－

ｍ 血 叩 血 罫 急 〕 ご 望 ・ 三 ○ ． 畠 ロ

写
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鼓動 〕

コスメチックス神戸コーボレーショ

心 〃
ｆ
ｊ
ｌ
Ｉ

女。－それは感性遊戯、 高塚昔吾

Ｒ
蝋
恥
卜
噌
１
札
川
咽
ｌ
‐

Ｉ

、

〃 へ

１L 境･ 劫白･ 奇智･ 犀晒､ 品詞好ﾛ 人除陀踊山伸月d 厚旦ｑ山口･ 建白･ 具均・Ｉ価

ｺ ｽ ﾒ ﾁ ｯ ｸ ｽ 神戸コーポレーション
神戸市中央区言詞通1 - 2 - 2 9 璽和ビﾙ 3 . 4 F
無料体職シリーズｆ約係0 7 8 . 3 9 1 . 4 0 7 7 (代）

画

潅搾て弓脚i ﾉ を群ぴでいる､ 確独脚の遮身英霊
エステテプシャンがザえ、幾肌美だけを追我した､‘パミール類E f耐‘，
コスモポリタンシティ、部ﾉｒ・ﾉ酋町を拠点に令脚弁地へ汰々 とオリジナル・ブランド皆潅表。

函

元町而店栃

今回は輪に２時間て５雨タウンの痩身蕊溶と、肌但やさしい
オリーフオイルのフエインヤル奨容を．お１人操１回限り
再料仁てお試し頂けるよう企画数L さL た鰐Ｆ店のみ】

りお１人
L た鰐 復
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／

、

、

秋は感′性のステ 、●

ン

脳ＳＨＩＯ闘リザ･サロン ゲルラン

東京屋ベンチ

Ⅶ,k１
新宿･ 高野Caro，ｓ

ＶＩＣＴＯＩＲＥＢＯＮフヵヤ
ココ山岡ダイアナ

ｻ ｲ ぇｼ ｮ ｯ ﾌ ﾞ ダイアナブランコ

■Ｆ－
神戸･ 三宮( さんプラザ･ センタープラザ）

ランプ。 三愛
ルハミール ホットマン

3Ｆ
ＣＡＮ 電話078(3 3 2 ) 1 6 9 8 営業時間Ａ･ M 1 1 呂0 0 ～ＰＭ８: 0 ０

ノ
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一胡

恥

．
』

〆？
● 、。蝿

、鐘灘，J‘j1'１'↓、IjIw、鴬 !､I，

株式会社フジヤ神戸店

体‘験から実感へ……

●
君君

線

ノ、

／空 間＃を間＃をを るｰ

え力〕 ー･△．』字

エギジビシヨンセンターＰＨＯＮＥ（0 7 8 ) 3 0 2 - 5 6 6 1
見本市･ 展示会･ ｲ ペﾝ ﾄ ･ コンベンション･ ショー･ パレード7 P O P ･ その他S P ツール/ 展示会

PＨＯＮＥ（0 8 8 6 ) 5 3 - 8 0 8 2徳島営業所

壱皇営壱皇営
V i d e o A c c u m u I a t i o n と名づけたフジヤの映像d i s p l a y の空間〃
T ､ Ｖモニターとミラーといったハードな素材・機材との組合せ－･
これをデザインすることでご体験いただきましたように、神秘的でか
つ、幻想的ともいえるイメージの世界を創り出すことができます。
わたくしたちフジヤでは、すでに永年にわたり映像をスペースデザイ
ンに活かすべく、数々の試みをくりかえしてきました。
今回はそのひとつの様式を提案するにとどまりましたが、これからの
ディスプレイの演出方法に映像を初めとする、ニューメディアの応用
は無限の可能性が秘められていると考えています。

帝

唾

雲蓋義

PＨＯＮＥ（0 7 8 )８８２－１０１１

お問い合わせ

株式会社フジヤ神戸店
〒6 5 1 神戸市中央区浜辺通５－１－１４

神戸商工貿易センタービル2 3 Ｆ
ＰＨＯＮＥ（078)232-3661㈹

東京・大阪・京都・名古屋。福岡・横浜
仙台・広島・札幌・金沢・新潟

⑨
ＨＥＡＲＴＴＯＳＲＡＣＥ

ＦＵＪＩＶｎ
デパート･ ショッビン1 グセンターの内外装、専門店・専門店チェーン店の内外装、
ｼ ｮ ｰ ｹ ｰ ｽ ､ 店舗用什器/ ショールーム･ 住宅･ ｵ ﾌ ｨ ｽ 等のｲ ﾝ ﾃ ﾘ ｱ

ディスプレイセンター
デパー ﾄ ･ ｼ ｮ ｯ ﾝ グｾ ﾝ ﾀ ｰ ･ 商店街等の物販催褒文化催事､物産展.プﾛ バー 装姉/店
内･店頭デｨｽブﾚｲ . ｳ ｲ ﾝドｳデｨｽブﾚｲ /呉服展示会･ホテル宴会､パーテヴ各漉式典/ヂ
ｨ ｽ ブﾚ ｲ 器具･ 会場設営用器具･ 什器･ 備品･ 植栽･ テント･ マネキン等のリース/ 展示会堤
運営･ 附帯サービス

鰐運営･ 附帯サービス

画 ストア･ プランニングセンターＰＨＯＮＥ（0 7 8 ) 2 3 2 - 3 6 6 1

垣
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八
大
阪
大
学
工
学
部
教
授
Ｖ

☆
私
の
意
見

向
上
に

地
域
文
化
の

私
が
所
属
し
て
い
る
、
関
西
ニ
ュ
ー
メ
デ
ィ
ア
研
究
会
は
、
昭

和
記
年
５
月
犯
日
創
立
さ
れ
た
、
ニ
ュ
ー
メ
デ
ィ
ア
の
利
用
法
を

研
究
す
る
日
本
最
大
の
研
究
会
で
す
。

現
在
、
メ
ン
バ
ー
は
刑
人
で
、
全
員
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
参
加

し
て
い
ま
す
。
そ
の
中
に
は
、
関
西
で
唯
一
、
双
方
向
テ
レ
ビ
ジ

ョ
ン
の
実
験
を
し
て
い
る
、
生
駒
の
ハ
イ
・
オ
ー
ピ
ス
劇
場
の
ス

タ
ッ
フ
も
含
ま
れ
て
い
ま
す
。
私
は
、
こ
の
研
究
会
を
通
し
て
、

ニ
ュ
ー
メ
デ
ィ
ア
の
啓
蒙
、
普
及
に
努
力
し
た
い
と
思
っ
て
い
ま

す
。
そ
の
た
め
の
研
究
集
会
や
海
外
視
察
な
ど
も
実
施
し
ま
し
た
。

こ
の
た
び
、
神
戸
市
の
方
か
ら
、
西
神
地
区
、
学
園
都
市
で
の

ニ
ュ
ー
メ
デ
ィ
ア
開
発
を
進
め
た
い
と
い
う
話
が
あ
り
、
さ
っ
そ

く
、
神
戸
市
ニ
ュ
ー
メ
デ
ィ
ア
シ
ス
テ
ム
開
発
研
究
会
を
ス
タ
ー

ト
さ
せ
ま
し
た
。

ニ
ュ
ー
メ
デ
ィ
ア
に
は
、
キ
ャ
プ
テ
ン
シ
ス
テ
ム
と
ケ
ー
ブ
ル

Ｔ
Ｖ
が
あ
り
ま
す
が
、
私
は
、
ケ
ー
ブ
ル
Ｔ
Ｖ
の
利
用
法
を
特
に

考
え
て
い
ま
す
。
ケ
ー
ブ
ル
Ｔ
Ｖ
は
、
地
下
を
走
る
ケ
ー
ブ
ル
で

映
像
を
送
る
の
で
、
電
柱
や
ア
ン
テ
ナ
の
必
要
が
な
く
、
町
の
美

観
を
守
る
こ
と
が
で
き
チ
ャ
ン
ネ
ル
数
も
無
限
に
増
や
す
こ
と
が

で
き
ま
す
。
ま
た
、
放
送
局
と
家
庭
が
直
接
つ
な
が
っ
て
い
る
の

で
、
ま
る
で
自
分
が
主
役
で
あ
る
か
の
よ
う
に
番
組
に
参
加
す
る

こ
と
も
で
き
ま
す
。
新
聞
よ
り
も
地
域
に
密
着
し
た
媒
体
で
す
。

だ
か
ら
地
域
文
化
の
発
展
に
ケ
ー
ブ
ル
Ｔ
Ｖ
が
最
適
で
す
。
特
に

神
戸
で
は
、
六
甲
山
が
あ
っ
て
、
そ
の
裏
側
で
は
テ
レ
ビ
が
見
に

く
い
地
域
が
あ
り
ま
す
。
そ
う
い
う
地
域
に
ケ
ー
ブ
ル
を
一
本
ひ

く
だ
け
で
、
ケ
ー
ブ
ル
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
完
成
し
ま
す
。
神
戸
は

ケ
ー
ブ
ル
Ｔ
Ｖ
が
成
立
す
る
条
件
を
持
っ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、

単
に
ケ
ー
ブ
ル
で
結
ば
れ
た
だ
け
で
は
、
従
来
の
テ
レ
ビ
と
同
じ

で
す
。
視
聴
者
が
番
組
を
作
っ
て
こ
そ
、
ニ
ュ
ー
メ
デ
ィ
ア
と
な

る
の
で
す
。
私
は
、
ま
ず
神
戸
に
、
市
民
の
方
が
番
組
を
制
作

し
、
運
営
す
る
放
送
局
を
作
り
た
い
。
そ
し
て
関
西
の
各
地
に
小

規
模
の
ケ
ー
ブ
ル
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
作
ら
れ
、
地
域
社
会
の
コ
ミ

ュ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
円
滑
に
行
な
え
る
よ
う
に
な
り
、
地
域
文
化
の

向
上
を
図
れ
る
よ
う
に
な
れ
ば
本
当
の
ニ
ュ
ー
メ
デ
ィ
ア
時
代
の

到
来
だ
と
思
い
ま
す
。
（
談
）

滑
川
敏
彦

一
一
ユ
ー
メ
デ
ィ
ア
を

１
２９
１
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戸オリエンタルホテル

ﾌﾉﾚｰﾃｲZrデザ《一卜

Ⅷ

冷た～い､ ユーハイムのデザート
果汁、果肉をふんだんに使い、

フレッシュな風味をそのままバックしました。
もぎたてのフルーツの香りが、
気分をリフレッシュします。

心などむ挙式前のお点前
は３階お茶室で

央
町

鐸禦I蕊蕊
区京町2 5 番地
8(331)8111コーハイム

神戸市中
ＴＥＬ

伝統のホテルで､ 永遠の愛を誓う

オリエンタノレホテルの
ご結婚式溌謡斑蝿" 妾

※オリエンタルホテルで挙式、
ご披鱗宴をなされたお二人を、
ご雑婚…州年記念日の晩鎧に
ご招待申しあげます。

真心とサービスで素晴しい門出を
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随想
娼
年
前
、
毎
晩
の
よ
う
に
三
宮
で
酒

を
飲
ん
で
、
毎
日
が
無
意
味
で
無
気
力

で
、
唯
々
、
飲
ん
だ
く
れ
て
い
る
時
に

『
お
れ
は
パ
リ
に
行
く
』
と
口
走
っ
た

そ
う
で
す
。
な
ん
日
か
後
、
友
人
が
『
い

つ
パ
リ
に
行
く
の
か
？
』
と
聞
い
て
き

ま
し
た
。
私
は
何
ん
の
こ
と
か
解
ら
ず
、

反
対
に
、
「
何
ん
の
話
だ
」
と
聞
き
返
し

過
日
酒
を
飲
ん
だ
時
の
話
の
い
き
さ
つ

を
聞
き
、
『
酒
に
こ
そ
真
実
有
り
』
と

早
速
、
パ
ス
ポ
ー
ト
や
航
空
券
な
ど
の

手
配
を
し
て
、
見
知
ら
ぬ
パ
リ
に
出
掛

け
て
行
き
ま
し
た
。

た
ゆ
た
え
ど
も
沈
ま
ず

坂
本
吉
章

八
画
家
Ｖ響

気
分
の
転
換
な
ど
に
酒
を
楽
し
ん
で
お

り
ま
す
。

酒
の
話
は
、
こ
の
辺
に
し
て
、
超
年

間
の
パ
リ
生
活
で
の
フ
ラ
ン
ス
及
び
日

本
の
印
象
を
申
し
ま
す
と
、
今
の
自
由

主
義
世
界
に
お
い
て
は
、
経
済
面
だ
け

を
中
心
に
考
え
が
ち
の
よ
う
に
思
わ
れ

ま
す
。
『
文
化
を
な
く
し
て
の
経
済
交

流
は
ま
っ
た
く
無
意
味
で
あ
る
』
と
経

済
人
、
文
化
人
、
政
治
家
、
と
色
々
な

方
が
い
っ
て
お
り
ま
す
。
今
の
日
本
は

経
済
大
国
で
す
。
我
々
も
背
景
に
日
本

経
済
大
国
が
あ
っ
て
生
活
が
出
来
る
の

で
し
ょ
う
。
フ
ラ
ン
ス
は
、
反
対
に
文

化
大
国
だ
と
思
い
ま
す
。
パ
リ
市
役
所

に
は
、
『
た
ゆ
た
え
ど
も
沈
ま
ず
』
と
石

礎
が
あ
り
ま
す
。
ま
さ
し
く
文
化
の
あ

る
国
が
い
え
る
言
葉
だ
と
思
い
ま
す
。

そ
の
よ
う
な
環
境
の
基
で
絵
の
仕
事
が

で
き
る
の
は
、
恵
ま
れ
て
い
ま
す
。

人
間
関
係
に
お
い
て
も
、
外
国
な
ら

で
は
の
付
き
合
い
の
幅
の
広
さ
と
申
し

ま
し
ょ
う
か
、
仕
事
が
違
い
、
出
身
地

が
違
い
、
年
令
が
違
っ
て
い
て
も
、
お
互

い
が
助
け
合
っ
て
生
き
て
ゆ
く
と
い
っ

た
風
で
す
。
同
じ
絵
を
画
く
先
輩
や
同

年
輩
の
友
人
も
、
そ
れ
ぞ
れ
が
、
適
当

な
緊
張
感
を
持
っ
て
、
真
面
目
に
生
活

し
て
い
る
の
も
、
良
い
環
境
だ
と
思
い

ま
す
。日

本
は
単
一
民
族
で
、
多
神
教
で
あ

る
反
面
、
無
信
仰
で
あ
っ
た
り
、
唯
々

勤
勉
で
自
己
主
張
が
な
く
、
ま
っ
た
く

平
和
そ
の
も
の
で
す
。
日
本
と
い
う
環

１
３１
１

言
葉
も
解
ら
ず
、
五
カ
国
語
の
辞
書

を
指
し
な
が
ら
、
タ
ク
シ
ー
の
運
転
手

に
案
内
さ
れ
た
ホ
テ
ル
で
、
と
り
あ
え

ず
、
三
泊
の
予
約
を
し
ま
し
た
。
朝
、

ホ
テ
ル
を
出
て
、
真
す
ぐ
歩
く
の
み
。

夜
ホ
テ
ル
の
室
で
銭
勘
定
。
何
に
も
使

っ
て
い
な
い
の
で
す
。
次
の
日
も
同
じ

こ
と
で
す
。
強
度
の
緊
張
感
で
、
食
欲

も
な
く
、
キ
ャ
フ
ェ
も
ビ
ー
ル
も
何
も

飲
ん
で
い
な
い
の
で
す
。
三
日
目
に
Ｂ

Ａ
Ｒ
と
看
板
の
あ
る
店
に
入
り
、
ウ
ィ

ス
キ
ー
と
注
文
し
ま
す
と
、
『
ス
コ
ッ

チ
？
』
と
聞
き
か
え
さ
れ
て
『
そ
う
だ
、

そ
う
だ
』
と
い
い
な
が
ら
、
一
杯
、
一
一

杯
と
飲
む
う
ち
に
、
気
持
ち
も
落
ち
着

き
、
つ
き
も
の
が
落
ち
た
よ
う
に
、
こ

れ
で
パ
リ
で
や
っ
て
行
け
る
、
と
思
っ

た
も
の
で
す
。
こ
こ
に
も
酒
の
力
が
あ

っ
た
の
で
す
。

そ
れ
以
後
、
今
日
迄
、
色
々
な
酒
を

飲
み
な
が
ら
、
う
さ
を
晴
ら
し
た
り
、 カット／坂本吉章「サン・マルタン運河－２」
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神
戸
と
染
と
花
と

流
郷
由
紀
子

八
染
色
家
Ｖ

教
室
展
を
ラ
イ
ン
の
館
で
開
催
し
て

四
年
目
。
風
格
の
あ
る
、
美
し
い
洋
館

建
て
は
京
都
か
ら
移
り
住
ん
だ
私
に
と

っ
て
、
エ
キ
ゾ
チ
ッ
ク
な
夢
の
世
界
。

室
内
楽
が
聞
こ
え
て
く
る
よ
う
な
生
活

を
想
像
さ
せ
る
。
窓
か
ら
は
、
雨
に
濡

れ
た
輝
や
く
木
々
の
緑
。
壁
だ
け
の
ギ

ャ
ラ
リ
ー
に
並
べ
る
よ
り
、
は
る
か
に

生
き
生
き
し
て
み
え
る
作
品
達
。

家
族
の
好
き
な
花
を
テ
ー
ブ
ル
ク
ロ

ス
に
。
部
屋
に
あ
っ
た
カ
ー
テ
ン
、
自

ら
作
る
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
の
数
々
。
い
ろ

ん
な
所
で
い
ろ
ん
な
思
い
で
出
会
っ
た

花
を
図
案
に
し
て
染
め
て
い
く
。
今
は

ま
だ
、
自
分
達
の
た
め
、
友
人
の
た
め

に
染
め
た
物
ば
か
り
で
、
こ
の
館
に
ピ

ッ
タ
リ
と
い
う
訳
に
は
い
か
な
い
が
、

そ
の
う
ち
に
、
室
内
に
音
色
を
感
じ
る

よ
う
な
ム
ー
ド
あ
る
作
品
を
並
べ
ら
れ

す
が
私
も
日
本
人
で
し
ょ
う
か
、
不
都

合
の
多
い
パ
リ
生
活
で
す
が
、
優
柔
不

断
に
自
己
管
理
を
し
な
が
ら
、
し
ば
ら

く
は
加
年
加
年
と
、
こ
れ
か
ら
も
パ
リ

暮
し
を
続
け
る
こ
と
で
し
ょ
う
。

境
が
そ
れ
ぞ
れ
日
本
人
に
影
響
を
与
え

て
い
る
と
思
い
ま
す
。
各
人
が
よ
り
良

い
環
境
を
つ
く
っ
て
く
だ
さ
い
。
フ
ラ

ン
ス
人
は
、
エ
ゴ
イ
ス
ト
と
い
わ
れ
る

く
ら
い
、
自
己
主
張
を
し
ま
す
。
良
い

意
味
で
見
習
っ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま

を
し
て
書
い
た
花
を
元
に
染
め
る
。
同

じ
花
で
も
、
毎
年
新
鮮
な
感
動
を
与
え

て
く
れ
る
。

正
倉
院
の
御
物
を
は
じ
め
、
先
人
の

立
派
な
作
品
を
み
る
た
び
に
魂
が
震
え

る
よ
う
な
、
興
奮
を
経
験
し
私
も
い
つ

か
は
と
、
草
木
染
、
そ
の
他
の
染
に
携

わ
っ
て
き
た
。
そ
れ
が
こ
の
神
戸
に
来

た
途
端
、
自
分
の
お
か
れ
た
環
境
の
た

め
だ
ろ
う
。
技
法
も
や
り
方
も
矛
盾
な

く
か
わ
っ
て
来
て
い
る
。
難
し
い
染
法

や
、
展
覧
会
用
の
作
品
だ
け
を
目
的
に

し
た
染
で
は
、
今
の
生
活
か
ら
離
れ
た

世
界
。
潤
い
の
あ
る
生
活
の
た
め
心
の

こ
も
っ
た
品
々
を
美
し
い
色
で
染
め
て

い
こ
う
。
あ
こ
が
れ
の
港
町
、
六
甲
連

山
の
自
然
、
そ
し
て
空
気
の
色
、
空
の

色
が
私
を
自
由
に
さ
せ
て
く
れ
た
の
だ

ろ
う
。
高
山
植
物
園
、
森
林
植
物
園
、

離
宮
公
園
と
身
近
に
花
達
に
め
ぐ
り
あ

え
る
の
も
う
れ
し
い
。

個
展
で
、
花
を
テ
ー
マ
に
し
た
作
品

に
感
激
し
た
、
と
い
つ
も
み
て
下
さ
る

方
、
思
い
思
い
の
花
と
布
を
も
っ
て
集

ま
っ
て
こ
ら
れ
る
人
も
増
え
、
一
日
中

楽
し
い
染
の
教
室
が
は
じ
ま
っ
た
。
多

く
の
友
が
得
ら
れ
た
こ
と
は
、
私
に
と

っ
て
、
作
品
の
評
価
よ
り
す
ば
ら
し
い

た
ら
と
、
思
っ
て
い
る
。

京
都
の
大
学
研
究
室
勤
務
時
代
は
、

植
物
園
に
通
い
、
ま
た
花
屋
さ
ん
か
ら

届
く
花
を
、
子
供
が
小
さ
い
頃
は
、
散

歩
し
て
み
つ
け
た
路
傍
の
花
を
。
そ
し

て
今
教
室
の
方
達
の
庭
に
咲
く
花
、
旅

今
年
の
教
室
展
に
て
・
筆
者

収
穫
で
あ
る
。
東
南
ア
ジ
ア
の
奥
地
へ

行
く
と
、
子
供
や
女
性
が
青
空
の
下
で

一
日
中
染
め
た
り
、
織
っ
た
り
し
て
い

る
。
近
く
の
草
木
の
汁
で
染
め
、
川
で

洗
い
、
砂
地
で
干
し
て
い
る
光
景
は
、

ご
く
自
然
の
営
み
、
私
達
も
稽
古
事
で

な
く
、
芸
術
家
と
し
て
で
な
く
、
家
事

の
一
つ
と
し
て
の
染
と
い
う
認
識
を
す

れ
ば
い
い
の
で
は
な
い
か
。
そ
こ
か
ら

次
の
時
限
の
染
へ
の
発
展
が
あ
る
の
だ

ろ
う
。
柔
軟
な
感
受
性
で
美
を
追
求
し

素
材
を
選
び
、
色
、
図
案
を
考
え
て
創

作
す
る
楽
し
さ
、
身
近
か
な
人
の
た
め

に
役
立
つ
物
を
作
っ
て
い
く
こ
と
が
、

教
室
の
方
達
と
の
課
題
の
一
つ
で
あ

る
。

一
滴
の
水
が
川
と
な
っ
て
流
れ
て
い

く
よ
う
に
、
私
も
一
カ
所
に
漂
っ
て
い

て
は
い
け
な
い
。
自
在
な
る
道
を
み
つ

け
常
に
物
に
感
動
し
、
そ
れ
を
表
現
す

る
力
を
養
い
つ
つ
人
生
を
送
り
た
い
と

思
っ
て
い
る
。
こ
の
秋
に
は
個
展
で
の

出
会
い
が
あ
っ
て
、
パ
リ
に
出
展
す
る

こ
と
に
な
っ
た
。
神
戸
で
得
た
と
同
じ

よ
う
に
、
パ
リ
の
生
活
、
友
人
、
花
と

の
新
鮮
な
出
会
い
を
私
の
流
れ
の
一
つ

と
し
て
と
ら
え
た
い
と
思
っ
て
い
る
。
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り
、
そ
し
て
サ
ン
バ
の
始
ま
り
だ
っ
た

だ
け
に
印
象
深
い
も
の
が
あ
る
。
ブ
ラ

ジ
ル
で
は
私
は
サ
ン
バ
に
余
り
感
心
が

な
か
っ
た
。
中
高
時
代
に
行
進
ド
ラ
ム

ス
を
や
っ
て
い
た
関
係
で
打
楽
器
が
好

き
な
だ
け
だ
っ
た
。
そ
ん
な
わ
け
で
サ

ン
バ
の
コ
ー
チ
な
ど
自
信
も
な
か
っ
た

し
、
ま
た
、
音
も
マ
ル
シ
ャ
（
マ
ー
チ
）

的
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
が
、
当
時
は
と

に
か
く
必
死
だ
っ
た
、
そ
し
て
そ
れ
が

少
く
と
も
今
日
へ
の
つ
な
ぎ
と
な
っ
た

の
だ
と
思
う
。
当
時
は
サ
ン
バ
と
い
え

ば
ブ
ラ
ジ
ル
領
事
館
と
神
戸
っ
子
チ
ー

ム
し
か
な
く
、
ま
つ
り
同
様
、
今
程
の

華
や
か
さ
は
な
か
っ
た
が
、
何
故
か
印

象
に
残
っ
て
い
る
。
そ
う
し
て
我
々
と

神
戸
っ
子
が
持
込
ん
だ
サ
ン
バ
は
二
十

年
た
っ
た
今
、
神
戸
ま
つ
り
の
花
と
さ

れ
、
サ
ン
バ
で
幕
が
開
き
、
サ
ン
バ
で

終
る
の
で
あ
る
。
そ
れ
を
考
え
る
と
我

々
は
神
戸
の
た
め
に
何
か
を
し
た
ん
だ

な
と
思
う
。

当
初
は
今
程
サ
ン
バ
熱
も
な
く
、
祭

り
の
た
め
だ
け
の
も
の
に
過
ぎ
な
か
つ

過譜

聯. §
韻唱

藍
￥＃

●
・
●
１

，
用
１
－

フ
ラ
ン
シ
ス
コ
藤
塚

八
神
戸
ブ
ラ
ジ
ル
領
諏
館
事
務
官
Ｖ

「
今
年
は
文
化
ホ
ー
ル
に
出
よ
う
か

な
…
最
後
に
な
る
か
も
知
れ
な
い
か
ら

．
．
．
」
「
ぜ
ひ
出
て
下
さ
い
・
・
・
」
神
戸
ま

つ
り
一
週
間
前
の
私
と
コ
パ
カ
バ
ー
ナ

の
オ
ー
ナ
ー
河
野
さ
ん
と
の
会
話
で
あ

っ
た
。
文
化
ホ
ー
ル
の
舞
台
で
ク
イ
ッ

カ
を
ひ
く
こ
と
は
も
う
な
い
だ
ろ
う
と

思
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
そ
の
時
点
で
は

最
後
に
な
る
と
い
う
実
感
は
な
か
っ
た

が
、
東
京
行
き
が
刻
々
と
せ
ま
っ
て
来

る
今
、
本
当
に
複
雑
な
気
持
で
あ
る
。

き
っ
と
あ
の
舞
台
が
、
そ
し
て
今
年
の

神
戸
ま
つ
り
が
よ
い
思
い
出
に
な
る
こ

と
だ
ろ
う
。

思
え
ば
私
の
人
生
の
中
の
大
変
大
き

な
部
分
を
し
め
る
神
戸
で
の
二
十
年
の

生
活
は
神
戸
ま
つ
り
と
の
二
十
年
の
つ

き
あ
い
で
あ
っ
た
。
写
真
ア
ル
バ
ム
を

め
く
っ
て
い
る
と
忘
れ
か
け
て
い
た
シ

ー
ン
が
次
女
と
う
か
ん
で
来
る
。
カ
ル

ド
ー
ナ
領
事
と
の
出
会
い
、
船
員
の
バ

ッ
カ
ー
ダ
と
の
出
会
い
、
神
戸
っ
子
の

ミ
コ
さ
ん
と
の
出
会
い
、
最
初
の
カ
ー

思
い
出
多
い

神
戸
と
サ
ン
バ

ジ
Ｂ

ｆ￥

た
。
何
度
か
バ
ッ
カ
ー
ダ
を
つ
く
ろ
う

と
考
え
て
見
た
が
、
当
時
は
誰
も
関
心

を
示
さ
な
か
っ
た
も
の
だ
。
そ
ん
な
中

で
私
に
そ
れ
ま
で
一
度
も
手
に
し
た
こ

と
が
な
か
っ
た
楽
器
ク
イ
ッ
カ
を
始
め

る
き
っ
か
け
を
つ
く
っ
て
く
れ
た
の
が

神
戸
ま
つ
り
に
よ
く
モ
モ
王
（
カ
ー
ニ

バ
ル
の
王
様
）
と
し
て
出
場
し
て
く
れ

た
同
僚
の
シ
ヤ
ヴ
ィ
エ
ル
だ
っ
た
。
当

時
日
本
に
は
殆
ん
ど
な
か
っ
た
こ
と
か

ら
、
彼
が
リ
オ
の
友
人
に
送
っ
て
も
ら

っ
た
の
で
あ
る
。
元
来
私
は
カ
イ
シ
ヤ

（
ス
ネ
ア
）
た
た
き
で
、
今
で
も
一
一
本

の
ス
テ
ィ
ッ
ク
の
方
が
楽
な
の
だ
が
、

や
れ
ば
や
る
程
難
か
し
ぐ
な
る
ク
イ
ッ

カ
の
魅
力
に
と
り
つ
か
れ
て
し
ま
っ
た

よ
う
だ
。
こ
れ
も
神
戸
ま
つ
り
の
お
か

げ
の
よ
う
に
思
う
。

サ
ン
バ
と
神
戸
ま
つ
り
は
ま
た
私
に

い
ろ
ん
な
人
と
出
会
う
機
会
を
つ
く
っ

て
く
れ
た
。
現
在
の
サ
ン
バ
熱
を
機
に

そ
の
人
達
と
今
一
度
サ
ン
バ
を
勉
強
し

直
そ
う
と
思
っ
て
い
た
や
さ
き
だ
け
に

本
来
は
喜
こ
ぷ
べ
き
東
京
大
使
館
転
勤

も
あ
る
意
味
で
残
念
に
思
う
。
し
か
し

今
や
サ
ン
バ
は
神
戸
ま
つ
り
と
共
に
神

戸
か
ら
消
え
る
こ
と
は
な
く
今
後
発
展

の
一
途
を
た
ど
る
も
の
と
思
う
。
そ
の

中
に
あ
っ
て
神
戸
っ
子
に
は
い
つ
ま
で

も
華
や
か
な
姿
を
見
せ
て
く
れ
る
こ
と

を
期
待
し
た
い
。

神
戸
、
そ
し
て
多
く
の
サ
ン
バ
仲
間

の
皆
様
、
有
難
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

ま
つ
り
に
は
き
っ
と
か
け
つ
け
ま
す
。

3３

今年のサンバｺ ﾝ ﾃ ｽ ﾄ で司会のｼ ｺ さん

戸としコン学甲イノミ
ま、た１（で南Ｉ｜
つ神こチをサ大、テ

§
蟻斑
＃
霊

L:_言鵠鱗
寺
、
Ｕ
レ
ノ
ノ
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部
屋

春
か
ら
編
集
を
進
め
て
い
た
詞
華
集
の
収
録
詩
人
が
決

定
し
て
い
よ
い
よ
作
品
の
選
出
に
と
り
か
か
っ
た
の
は
冬

の
入
口
だ
っ
た
。
重
い
本
を
何
十
冊
何
百
冊
持
ち
ま
わ
る

こ
と
か
な
わ
ず
。
わ
が
家
の
庭
に
面
し
た
一
室
に
戦
後
の

神
戸
の
詩
集
詩
書
四
百
冊
を
並
べ
た
。
こ
と
の
ほ
か
長
い

寒
い
冬
の
あ
い
だ
、
日
曜
日
に
な
る
と
お
昼
過
ぎ
に
共
編

者
君
本
昌
久
が
高
取
山
麓
か
ら
観
音
山
南
面
の
わ
が
家
へ

あ
ら
わ
れ
た
。
数
時
間
の
白
熱
の
討
議
が
つ
づ
き
、
気
が

つ
く
と
庭
に
面
し
た
ガ
ラ
ス
戸
は
一
面
に
白
く
曇
っ
て
水

滴
が
幾
筋
も
流
れ
て
レ
ー
ス
の
カ
ー
テ
ン
の
裾
を
ぬ
ら
し

て
い
る
。
掌
で
ガ
ラ
ス
を
拭
い
て
ほ
の
白
む
戸
外
を
の
ぞ

く
と
庭
の
木
々
が
雪
を
か
ぶ
っ
て
い
る
、
そ
ん
な
こ
と
が

何
度
か
。
ス
ト
ー
ブ
を
燃
や
し
つ
づ
け
て
い
て
も
足
も
と

が
冷
え
こ
み
、
知
ら
ず
知
ら
ず
足
を
あ
げ
て
ソ
フ
ァ
の
上

で
あ
ぐ
ら
を
か
い
て
い
る
。
私
が
ス
キ
ー
用
の
大
き
な
毛

糸
の
靴
下
を
出
し
て
き
て
は
け
ば
、
次
の
日
唯
日
に
は
わ

が
相
棒
は
や
は
り
大
き
な
部
厚
い
靴
下
を
持
参
す
る
。

昨
年
一
年
間
私
は
某
誌
詩
集
月
評
を
担
当
し
て
千
冊
の

詩
集
に
目
を
通
し
た
の
だ
が
、
ひ
き
つ
づ
い
て
の
今
度
の

、
、
、
、

仕
事
で
目
も
心
も
疲
れ
て
突
然
に
雪
の
山
陰
関
金
温
泉
露

天
風
呂
へ
逃
げ
出
せ
ば
、
わ
が
相
棒
も
ま
た
あ
れ
や
こ
れ

や
に
加
え
て
の
あ
ま
り
の
詩
集
読
み
に
目
が
充
血
、
生
ま

れ
て
は
じ
め
て
眼
医
者
の
門
を
く
ぐ
る
。

数
時
間
の
討
議
の
あ
と
は
当
然
の
よ
う
に
酒
。
長
く
寒

旅
の
か
た
ち
随
想

（
１
〉

三
年
前
の
暑
い
夏
は
わ
が
家
の
二
階
の
一
室
だ
っ
た
。

中
学
生
の
た
め
の
旅
の
本
を
書
き
下
す
た
め
に
自
分
で
自

分
を
カ
ン
ヅ
メ
に
し
た
。
長
田
の
町
が
見
え
る
そ
の
部
屋

は
も
と
も
と
宙
に
浮
い
た
よ
う
な
部
屋
だ
が
、
ク
ー
ラ
ー

を
つ
け
て
窓
を
し
め
て
戸
を
し
め
て
、
こ
も
り
っ
き
り
で

原
稿
書
い
て
い
る
と
ま
さ
に
カ
ン
ヅ
メ
の
魚
気
分
。
部
屋

の
ま
ん
な
か
に
机
を
置
い
て
座
ぶ
と
ん
を
置
い
て
坐
り
こ

ん
で
、
時
々
立
ち
あ
が
っ
て
階
下
へ
降
り
て
本
を
持
っ
て

あ
が
っ
て
、
蟻
の
よ
う
に
せ
っ
せ
と
運
び
こ
ん
で
机
の
う

え
に
机
の
ま
わ
り
に
畳
の
う
え
に
開
い
て
並
べ
て
積
み
あ

げ
て
。書

い
て
い
る
あ
い
だ
、
こ
れ
ま
で
の
さ
ま
ざ
ま
の
旅
の

い
冬
の
せ
い
だ
ろ
う
、
こ
と
の
ほ
か
酒
量
は
す
す
み
、
毎

回
二
本
の
ペ
ー
ス
で
台
所
の
隅
に
空
び
ん
が
並
ぶ
。
作
品

選
出
も
お
わ
っ
て
ほ
っ
と
一
息
、
や
っ
と
春
め
い
て
き
た

あ
る
日
、
廃
品
回
収
に
出
し
た
空
び
ん
が
三
十
本
近
い
。

大
酒
飲
み
の
家
の
よ
う
で
さ
す
が
に
恥
か
し
か
っ
た
と
家

人
こ
ぼ
す
。

苦
心
の
詞
華
集
や
っ
と
刊
行
の
運
び
と
な
っ
た
今
、
思

い
か
え
せ
ば
こ
の
冬
の
わ
が
家
の
庭
に
面
し
た
部
屋
が
ぼ

っ
か
り
と
浮
か
び
あ
が
る
。
戦
後
四
十
年
を
旅
し
た
部
屋
。

な
つ
か
し
い
親
し
い
詩
人
た
ち
に
避
遁
し
た
部
屋
。
こ
と

ば
・
こ
と
ば
。
言
葉
の
部
屋
。
今
に
し
て
夢
の
よ
う
な
。

安
水
稔
和

絵
／
中
西
勝

１
３４
１
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こ
と
、
行
っ
た
土
地
の
こ
と
、
出
会
っ
た
人
の
こ
と
、
次

々
と
思
い
か
え
し
て
い
た
。
自
分
の
旅
だ
け
で
な
く
、
な

つ
か
し
い
親
し
い
私
の
旅
人
た
ち
の
旅
も
去
来
し
た
。
さ

ら
に
は
、
行
け
な
か
っ
た
土
地
や
会
え
な
か
っ
た
人
さ
え

も
が
立
ち
あ
ら
わ
れ
た
。
あ
の
夏
、
あ
の
部
屋
は
暗
室
の

よ
う
で
あ
り
、
暗
箱
の
よ
う
で
あ
り
、
気
球
の
よ
う
で
も

あ
り
、
ス
ペ
ー
ス
・
シ
ャ
ト
ル
の
よ
う
で
も
あ
っ
た
。

わ
が
家
の
こ
と
ば
か
り
書
い
た
。
旅
先
で
の
こ
と
も
書

い
て
お
こ
う
。

輔伽o a o r L とＬ‐ご) 〆ひ

１
３５
１

十
三
年
前
。
寒
い
夏
の
こ
と
だ
。
秋
田
湯
沢
の
駅
前
の

旅
館
。
物
見
櫓
か
。
望
楼
か
。
三
階
の
一
室
。
窓
の
手
す

り
に
寄
り
か
か
り
見
る
で
も
な
く
窓
の
外
を
見
て
い
る
。

目
の
し
た
に
か
わ
い
た
駅
前
の
広
場
。
駅
の
建
物
の
む
こ

う
に
仙
北
の
野
の
ひ
ろ
が
り
。
山
の
つ
ら
な
り
。

う
す
ぐ
ら
い
部
屋
の
隅
の
机
の
う
え
に
本
が
置
い
て
あ

る
。
旅
に
持
ち
歩
い
て
い
る
『
菅
江
真
澄
遊
覧
記
』
だ
。

「
秋
田
の
か
り
ね
」
の
個
所
が
開
け
て
あ
る
。
な
つ
か
し

い
親
し
い
わ
が
旅
人
は
こ
の
町
に
た
ど
り
つ
い
て
生
涯
の

旅
の
二
年
目
の
新
年
を
迎
え
た
。

あ
の
く
ろ
ず
ん
だ
森
か
げ
の
あ
た
り
が
柳
田
村
だ
ろ
う

か
。
と
す
れ
ば
、
そ
の
す
こ
し
先
を
雄
物
川
が
流
れ
て
い

る
は
ず
だ
。
さ
ら
に
そ
の
む
こ
う
の
夕
も
や
に
煙
っ
て
い

る
あ
た
り
の
あ
の
集
落
が
西
馬
音
内
だ
ろ
う
か
。
し
か
と

は
見
え
ず
七
曲
峠
。
そ
の
先
の
見
え
な
い
谷
あ
い
に
田
茂

沢
。
さ
ら
に
先
の
焼
山
。
そ
の
先
の
。
目
を
見
開
い
て
見

る
ご
と
く
、
な
に
も
見
ず
、
荘
々
と
空
間
の
ひ
ろ
が
り
と

時
間
の
な
が
れ
に
目
を
さ
ら
し
て
い
る
。

西
馬
音
内
。
夜
明
け
の
小
川
の
意
。
今
夜
あ
の
町
に
人

が
集
ま
る
。
生
き
て
い
る
人
、
死
ん
だ
人
、
さ
ま
ざ
ま
の

縁
に
つ
な
が
る
人
々
が
闇
の
な
か
で
出
会
う
。
火
の
ま
わ

り
で
踊
る
。
こ
の
う
え
な
く
美
し
く
哀
し
く
踊
る
。

陽
が
落
ち
る
と
私
は
こ
の
部
屋
を
出
る
。
野
の
む
こ
う

の
あ
の
町
へ
出
か
け
る
。
物
見
櫓
の
よ
う
な
望
楼
の
よ
う

な
一
室
に
座
し
て
私
は
い
つ
と
き
幻
視
す
る
。
こ
れ
か
ら

始
ま
る
で
あ
ろ
う
私
の
真
澄
探
索
の
旅
の
あ
ら
ま
し
を
。

野
は
ゆ
っ
く
り
と
色
を
失
い
、
今
し
も
闇
を
迎
え
い
れ
よ

う
と
す
る
。

八
詩
人
Ｖ

☆
『
神
戸
の
詩
人
た
ち
ｌ
戦
後
詩
集
成
」
神
戸
新
聞
出
版
セ
ン
タ
ー
刊
千
八
百
円
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神
戸
の
味
に
つ
い
て
語
る
と
い
う
資
格
は
、
本
当
は
私

に
は
な
い
。
い
や
、
そ
う
で
は
な
く
て
味
に
つ
い
て
語
る

資
格
が
な
い
と
言
っ
た
方
が
い
い
だ
ろ
う
。
第
一
、
私
は

グ
ル
メ
と
い
う
言
葉
が
き
ら
い
で
あ
り
、
世
の
中
に
食
通

と
自
他
と
も
に
認
め
る
人
物
が
存
在
す
る
こ
と
を
、
ま
こ

と
に
苦
々
し
く
思
っ
て
い
る
ひ
と
り
で
あ
る
。

で
は
、
物
の
味
な
ん
て
好
き
ず
き
で
あ
り
、
旨
い
と
き

は
何
で
も
旨
い
、
ま
ず
い
と
き
に
は
何
を
食
べ
て
も
受
け

つ
け
な
い
と
い
う
立
場
か
と
言
え
ば
、
こ
れ
と
も
ち
ょ
っ

と
ち
が
う
か
ら
厄
介
だ
。

た
し
か
に
、
腹
ペ
コ
の
と
き
は
何
を
食
べ
て
も
感
動
す

る
し
、
お
な
か
が
い
っ
ぱ
い
の
と
き
に
は
山
海
の
珍
味
や

極
め
付
の
料
理
を
出
さ
れ
て
も
無
意
味
と
い
う
こ
と
は
あ

る
。
だ
が
、
そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
〃
絶
対
に
旨
い
物
″

と
い
う
世
界
は
た
し
か
に
あ
る
ら
し
い
…
…
そ
う
い
う
想

像
は
で
き
る
の
だ
。
そ
し
て
、
そ
の
〃
絶
対
に
旨
い
物
〃

と
い
う
世
界
を
味
わ
う
資
格
を
、
自
分
が
持
ち
合
わ
せ
て

●
こ
う
べ
味
な
旅
②

ジ
ャ
ズ
＆

ス
テ
ー
キ
の

世
界

村
松
友
視
〈
作
家
〉

カ
ッ
ト
／
石
阪
春
生

１
３６
１

い
な
い
こ
と
に
苛
立
ち
な
が
ら
も
、
グ
ル
メ
と
し
て
の
実

績
を
積
ん
で
み
よ
う
と
す
る
情
熱
が
な
い
。
そ
の
く
せ
、

旨
い
物
に
出
会
っ
た
と
き
の
感
激
は
、
人
並
以
上
に
生
じ

る
と
い
う
の
だ
か
ら
、
ま
っ
た
く
処
置
の
し
ょ
う
が
な
い

と
い
う
タ
イ
プ
で
あ
り
ま
す
。

つ
ま
り
、
何
の
努
力
も
し
な
い
で
や
せ
る
方
法
を
考
え

て
い
る
中
年
女
の
世
界
か
．
…
：
私
と
旨
い
物
は
、
偶
然
に

出
会
う
よ
り
手
は
な
い
と
い
う
感
じ
だ
。
そ
し
て
、
旨
い

物
と
私
が
偶
然
に
出
会
っ
た
と
き
、
私
は
た
し
か
に
感
動

し
て
し
ま
う
の
だ
が
、
そ
の
旨
い
物
の
味
を
吟
味
で
き
た

か
と
な
る
と
、
ま
た
も
や
め
げ
て
し
ま
う
の
だ
。
あ
り
と

あ
ら
ゆ
る
装
置
を
動
員
し
て
組
み
立
て
た
ス
テ
レ
オ
の
前

で
、
そ
れ
を
聴
き
取
る
耳
を
持
ち
合
わ
せ
て
い
な
い
自
分

に
気
づ
き
、
坐
り
込
ん
で
し
ま
う
姿
に
似
て
い
る
か
も
し

れ
な
い
。

だ
が
、
そ
の
へ
ん
に
と
こ
と
ん
疑
問
を
持
っ
て
し
ま
う

こ
と
自
体
が
、
あ
ら
ゆ
る
ジ
ャ
ン
ル
に
お
け
る
グ
ル
メ
の

／’
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意
識
か
ち
は
、
か
な
り
か
け
は
な
れ
た
匂
い
が
、
ジ
ャ
ズ
の

ラ
イ
ブ
・
ハ
ウ
ス
に
た
だ
よ
っ
て
い
る
ケ
ー
ス
が
多
い
。

そ
し
て
、
こ
の
よ
う
な
着
流
し
的
気
軽
さ
が
、
神
戸
と

い
う
街
自
体
の
個
性
で
は
な
い
か
と
思
っ
た
。
京
都
の
よ

う
に
自
分
の
ス
タ
イ
ル
に
固
執
せ
ず
、
大
阪
み
た
い
に
庶

民
の
味
を
叫
ば
ず
、
東
京
の
ご
と
く
ブ
レ
ン
ド
主
義
に
お

ち
い
る
こ
と
の
な
い
風
通
し
の
よ
い
街
・
…
：
そ
れ
こ
そ
が

神
戸
と
い
う
港
町
一
流
の
気
分
と
い
う
も
の
だ
ろ
う
。

神
戸
に
は
〃
初
老
の
紳
士
〃
と
い
う
世
界
が
あ
る
。
日

本
人
が
洋
服
を
百
年
も
着
つ
づ
け
て
、
よ
う
や
く
自
然
に

着
こ
な
せ
る
よ
う
に
な
っ
た
と
い
う
た
た
ず
ま
い
を
も
っ

た
初
老
の
紳
士
と
、
神
戸
で
何
人
す
れ
ち
が
っ
た
こ
と
だ

ろ
う
。
着
物
を
ビ
シ
ッ
と
決
め
て
イ
キ
が
る
老
人
で
は
な

く
、
西
洋
と
い
う
風
を
頬
に
受
け
て
歩
く
、
ま
こ
と
に
ゆ

た
か
な
自
然
体
の
受
身
の
姿
・
…
：
こ
ん
な
初
老
の
紳
士
の

姿
を
な
が
め
て
い
る
と
、
や
は
り
そ
の
紳
士
と
神
戸
と
い

う
街
と
が
同
一
の
存
在
の
ご
と
く
に
感
じ
ら
れ
る
。
つ
ま

り
は
、
ジ
ャ
ズ
＆
ス
テ
ー
キ
の
世
界
で
ご
ざ
い
ま
す
。

そ
ん
な
街
の
流
儀
の
中
へ
、
ご
く
ぞ
ん
ざ
い
に
入
っ
て

行
け
る
か
ど
う
か
…
…
そ
こ
が
神
戸
を
味
わ
え
る
か
否
か

の
分
岐
点
に
な
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
神
戸
へ
行
っ

た
ら
あ
の
店
へ
…
…
な
ん
ぞ
と
い
う
物
腰
で
な
く
、
す
い

と
風
の
よ
う
に
街
へ
立
ち
あ
ら
わ
れ
る
。
こ
れ
こ
そ
が
、

神
戸
の
味
な
旅
を
こ
な
す
、
神
戸
ら
し
い
や
り
方
と
い
う

も
の
で
あ
り
、
ジ
ャ
ズ
＆
ス
テ
ー
キ
の
気
分
な
の
で
あ

る
。八

著
者
紹
介
Ｖ
認
識
鮮
窯
蕊
篤
簾
蕊
蕊
諦
識

繍
蕊
蟻
蕊
聯

１
３７
１

資
格
を
失
う
源
か
も
し
れ
な
い
。
人
間
、
あ
る
と
こ
ろ
で

ボ
ン
と
楽
観
的
な
風
通
し
の
よ
さ
を
も
つ
才
能
が
な
け
れ

ば
、
袋
小
路
に
入
っ
て
し
ゃ
が
み
込
む
だ
け
に
な
っ
て
し

ま
う
。
そ
ん
な
こ
と
に
気
づ
い
た
の
は
、
神
戸
の
街
を
歩

い
て
い
て
「
ジ
ャ
ズ
＆
ス
テ
ー
キ
」
な
る
看
板
を
目
に
し

た
と
き
だ
っ
た
。

神
戸
と
い
え
ば
ス
テ
ー
キ
、
神
戸
と
い
え
ば
ジ
ャ
ズ
…

こ
れ
は
、
ど
ち
ら
も
ピ
ッ
タ
リ
と
し
た
組
合
せ
で
あ
り
、

肉
は
ど
こ
ジ
ャ
ズ
は
ど
こ
と
目
の
色
を
変
え
て
も
お
か
し

く
な
い
世
界
の
は
ず
だ
。
だ
が
、
こ
の
看
板
に
は
、
そ
ん

な
極
め
付
の
味
わ
い
を
、
ま
こ
と
に
無
雑
作
に
く
っ
つ
け

て
し
ま
っ
た
と
い
う
楽
観
的
風
通
し
の
よ
さ
が
あ
る
。

ジ
ャ
ズ
：
．
…
と
い
え
ば
、
東
京
で
は
す
ぐ
に
コ
ン
サ
ー

ト
的
な
ム
ー
ド
が
浮
ぶ
が
、
神
戸
に
お
け
る
ジ
ャ
ズ
は

〃
洗
い
ざ
ら
し
の
ジ
ャ
ズ
〃
と
い
う
趣
き
、
角
を
ま
が
れ

ば
そ
こ
に
流
れ
て
い
る
と
い
っ
た
け
は
い
が
あ
る
。
ま

た
、
ス
テ
ー
キ
・
…
：
と
い
う
フ
レ
ー
ズ
を
東
京
で
も
て
あ

そ
ぶ
と
、
ど
こ
そ
こ
の
ス
テ
ー
キ
と
い
う
こ
と
に
な
る

が
、
神
戸
で
は
こ
の
街
の
ス
テ
ー
キ
は
ど
こ
で
も
旨
い
と

い
う
世
界
が
成
立
す
る
。
そ
り
や
あ
有
名
な
店
は
飛
び
切

り
の
味
だ
ろ
う
が
、
そ
の
へ
ん
の
店
だ
っ
て
け
つ
こ
う
い

け
る
ぜ
と
い
っ
た
気
分
が
あ
る
の
だ
。

だ
か
ら
、
「
ジ
ャ
ズ
＆
ス
テ
ー
キ
」
と
い
う
大
雑
把
な

組
合
せ
も
十
分
に
可
能
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

ま
、
そ
う
い
う
わ
け
で
私
は
、
ジ
ャ
ズ
の
ラ
イ
ブ
・
ハ

ウ
ス
で
、
何
と
も
倦
怠
感
に
満
ち
た
ト
ー
ン
や
気
分
満
点

の
ム
ー
ド
を
味
わ
い
な
が
ら
、
無
雑
作
に
ス
テ
ー
キ
を
食

べ
る
こ
と
を
、
神
戸
と
い
う
街
で
お
ぼ
え
た
。
ピ
ア
ノ
の

そ
ば
に
は
鋭
い
ジ
ャ
ズ
狂
が
陣
取
っ
て
乗
り
ま
く
っ
て
い

る
が
、
向
う
の
方
で
は
コ
ン
パ
の
打
ち
上
げ
、
こ
っ
ち
で

は
親
子
団
蕊
の
光
景
と
い
う
…
…
東
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●サービス内容●

■ 鰯

●型くずれの防止●素材感の回復●お客様のお好みに合せた仕上
●カルテの作成●ファッション､ クリーニングの最新情報の提供

１
ｌ
ｂ

ださい

二星「図幅？

神戸市中央区三宮町2 丁目1 0 番7 号
ヒューストン1 0 1壷( 0 7 8 ) 3 3 2 - 2 4 4 0

3８

些

率ェ隠蕊殿

￥１，０００～￥２，ＯＯＯ

まるやかな味
デリケートな歯ざわりの
ビーフチーズサブレです。

一北欧の銘菓一

ユーノＬイム巳･ コンフェクト
本社神戸市中央区熊内町１－８－２３垂2 2 1 - 1 1 6 4

屋鳳陶函弱１

画ン夕プラヅ茜旦 、厩圧毒雷悪
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